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★当ファンドの仕組みは次の通りです。
商 品 分 類 追加型投信／海外／株式

信 託 期 間 約10年間（2011年６月13日～2021年６月11
日）

運 用 方 針 信託財産の成長をめざして運用を行ないます。

主要投資対象
当 フ ァ ン ド

イ．アムンディ・アグリ・アッ
プストリーム株ファンド（適
格機関投資家専用）の受益証
券
ロ．ダイワ・マネー・マザー
ファンドの受益証券

ダイワ・マネー・
マザーファンド 本邦通貨表示の公社債

組 入 制 限

当ファンドの投資信託
証 券 組 入 上 限 比 率 無制限

マザーファンドの株式
組 入 上 限 比 率

純資産総額の30％以
下

分 配 方 針

分配対象額は、経費控除後の配当等収益と売買益
（評価益を含みます。）等とし、原則として、基
準価額の水準等を勘案して分配金額を決定しま
す。ただし、分配対象額が少額の場合には、分配
を行なわないことがあります。

ダイワ／アムンディ
食糧増産関連ファンド

運用報告書（全体版）
第８期

（決算日　2019年６月12日）
（作成対象期間　2018年６月13日～2019年６月12日）

受益者のみなさまへ

　毎々、格別のご愛顧にあずかり厚くお礼申
し上げます。
　当ファンドは、海外の株式に投資し、信託
財産の成長をめざしております。当作成期に
つきましてもそれに沿った運用を行ないまし
た。ここに、運用状況をご報告申し上げま
す。
　今後とも一層のお引立てを賜りますよう、
お願い申し上げます。
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ダイワ／アムンディ食糧増産関連ファンド

最近５期の運用実績

決 算 期
基 準 価 額 ＭＳＣＩコクサイ指数(円換算)

公 社 債
組入比率

投資信託
受益証券
組入比率

純 資 産
総 額（分配落） 税込み

分配金
期 中
騰落率 (参考指数) 期 中

騰落率
円 円 ％ ％ ％ ％ 百万円

４期末(2015年６月12日) 13,104 1,300 22.8 21,334 23.7 0.3 96.7 2,849
５期末(2016年６月13日) 10,466 0 △20.1 17,256 △19.1 0.1 98.7 1,908
６期末(2017年６月12日) 11,134 700 13.1 20,647 19.6 0.0 98.7 1,659
７期末(2018年６月12日) 11,833 100 7.2 23,035 11.6 － 99.5 1,394
８期末(2019年６月12日) 11,396 0 △ 3.7 22,836 △ 0.9 － 99.1 1,100
（注１）基準価額の騰落率は分配金込み。
（注２）ＭＳＣＩコクサイ指数（円換算）は、ＭＳＣＩ　Ｉｎｃ．の承諾を得て、ＭＳＣＩコクサイ指数（米ドルベース）をもとに円換算し、当ファン

ド設定日を10,000として大和投資信託が計算したものです。ＭＳＣＩコクサイ指数（米ドルベース）は、ＭＳＣＩ　Ｉｎｃ．が開発した株価
指数で、同指数に対する著作権、知的所有権その他一切の権利はＭＳＣＩ　Ｉｎｃ．に帰属します。またＭＳＣＩ　Ｉｎｃ．は、同指数の内容
を変更する権利および公表を停止する権利を有しています。

（注３）海外の指数は、基準価額への反映を考慮して、現地前営業日の終値を採用しています。
（注４）指数値は、指数提供会社により過去に遡って修正される場合があります。上記の指数は直近で知り得るデータを使用しております。
（注５）公社債組入比率は、マザーファンドの組入比率を当ファンドベースに換算したものを含みます。
（注６）公社債組入比率は新株予約権付社債券（転換社債券）および債券先物を除きます。
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ダイワ／アムンディ食糧増産関連ファンド

運用経過

基準価額等の推移について

＊分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォーマンスを示す
ものです。
＊分配金を再投資するかどうかについては、お客さまがご利用のコースにより異なります（分配金を自動的に再投資するコースがないファンドもあり
ます）。また、ファンドの購入価額により課税条件も異なります。したがって、お客さまの損益の状況を示すものではありません。
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■基準価額の主な変動要因
　保有する北米や欧州企業の株価はまちまちの動きとなったものの、主要通貨に対して円高が進行した
ことがマイナス要因となり、基準価額は下落しました。くわしくは「投資環境について」をご参照くだ
さい。

■基準価額・騰落率
期　首：11,833円
期　末：11,396円（分配金0円）
騰落率：△3.7％（分配金込み）
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ダイワ／アムンディ食糧増産関連ファンド

年 月 日
基 準 価 額 ＭＳＣＩコクサイ指数(円換算) 公 社 債

組 入 比 率
投 資 信 託
受 益 証 券
組 入 比 率騰 落 率 （参考指数） 騰 落 率

円 ％ ％ ％ ％
（期首）2018年６月12日 11,833 － 23,035 － － 99.5

６月末 11,450 △ 3.2 22,391 △ 2.8 － 99.5
７月末 11,432 △ 3.4 23,259 1.0 － 99.5
８月末 11,796 △ 0.3 23,699 2.9 － 98.6
９月末 12,169 2.8 24,282 5.4 － 99.5
10月末 11,326 △ 4.3 22,116 △ 4.0 － 99.4
11月末 11,542 △ 2.5 22,568 △ 2.0 － 99.8
12月末 10,409 △12.0 20,177 △12.4 － 99.1

2019年１月末 11,171 △ 5.6 21,447 △ 6.9 － 99.1
２月末 11,514 △ 2.7 22,726 △ 1.3 － 98.7
３月末 11,485 △ 2.9 22,828 △ 0.9 － 98.7
４月末 11,787 △ 0.4 23,808 3.4 － 98.8
５月末 10,908 △ 7.8 22,199 △ 3.6 － 99.0

（期末）2019年６月12日 11,396 △ 3.7 22,836 △ 0.9 － 99.1
（注）期末基準価額は分配金込み、騰落率は期首比。
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ダイワ／アムンディ食糧増産関連ファンド

投資環境について (2018.６.13～2019.６.12)

■株式市況
グローバル株式市場は小幅に下落しました。
　グローバル株式市況は、当作成期首より、好業績の米国大型株がけん引して堅調に推移しましたが、
2018年10月に入ると金利上昇や米中貿易摩擦の悪影響が懸念されて反落し、12月には全面安となり
ました。2019年１月以降は米中通商協議への期待や米国の利上げ停止観測を背景に反発しましたが、
５月以降は米中関係の悪化が逆風となり、変動の大きな展開となりました。
　畜産においては、動物向けの飼料・フードや医薬品関連が好調でした。豚コレラの影響で供給が減っ
た豚肉価格が上昇し、それが鶏肉価格にも追い風となり、鶏肉生産銘柄や養殖関連中心に堅調でした。
穀物市場では過去数年の豊作で在庫率が高く、特に大豆は豚コレラの流行などで飼料需要が減ったこと
が逆風となっていましたが、米中貿易摩擦の激化で一段安となりました。しかし、2019年３月以降は
米国の穀倉地帯で洪水被害が深刻化し生産に影響するとの観測から、主要穀物価格は反発しました。砂
糖はおおむね安値圏となり、パーム油も低迷が続きました。飼料需要の減少は、圧搾・加工などを手掛
ける農業サービス関連の銘柄に逆風となりました。肥料価格の反発基調は2018年後半以降弱まり、特
にリン酸肥料価格は中国の輸出増が逆風となり下落しました。農業機械は、需要の底入れ観測が当作成
期前半の追い風となりましたが、米中関係が悪化した2019年５月に大きく下落しました。企業の再編
で競争環境が改善した農業化学でも、景気感応度の高い事業を持つ企業は低迷しました。

前作成期末における「今後の運用方針」

■当ファンド
　「アムンディ・アグリ・アップストリーム株ファンド（適格機関投資家専用）」の組入比率を、通常
の状態で高位に維持することを基本とします。
■アムンディ・アグリ・アップストリーム株ファンド（適格機関投資家専用）
　高水準の穀物生産量と価格の低位推移という状況が恩恵となる農業サービスと畜産のほか、需給改善
が期待される肥料関連の組入比率を高位としていますが、穀物価格が上昇トレンドに転じる見込みが強
まれば、肥料のほかに農業機械や農業化学などの配分を引き上げていく方針です。ただし、個別には米
中貿易摩擦の影響が大きい銘柄もあり、米中の交渉進展状況や穀物価格のトレンド、株価バリュエー
ションなどを注視して、組入比率とセクター配分を調整していく方針です。
■ダイワ・マネー・マザーファンド
流動性と資産の安全性に配慮し、安定的な運用を行います。
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ダイワ／アムンディ食糧増産関連ファンド

ポートフォリオについて (2018.６.13～2019.６.12)

■当ファンド
　当ファンドは、「アムンディ・アグリ・アップストリーム株ファンド（適格機関投資家専用）」と
「ダイワ・マネー・マザーファンド」へ投資するファンド・オブ・ファンズです。当作成期は、「アム
ンディ・アグリ・アップストリーム株ファンド（適格機関投資家専用）」の受益証券を高位に組み入れ
ました。
■アムンディ・アグリ・アップストリーム株ファンド（適格機関投資家専用）
　当作成期は、当作成期首から農業サービスの高い組み入れを維持しましたが、業績不振銘柄を一部売
却し、2019年１月以降は比率を下げました。一方、畜産関連は2019年の年明け以降徐々に組み入れ
を拡大し、当作成期末には組入比率最大のセクターとなりました。畜産ではMOWI
（MARINEHARVESTから社名変更したノルウェーの養殖大手）に再投資し、EVONIK INDUSTRIES
（飼料用栄養補助剤などに強みを持つドイツの特殊化学会社）に新規投資しました。肥料関連は、11
月以降はMOSAIC（世界肥料売上シェアトップクラスの米国企業）などを中心に比率を下げました。農
業機械では、GEA GROUP（酪農・食品加工・醸造などに強いドイツの機械メーカー）などに新規投
資する一方、CNH INDUSTRIAL（オランダ国籍の農業機械メーカー）など既存銘柄を一部売却し、
AGCO（米国の農業機械メーカー）の組み入れを半減して比率を引き下げました。地域別では北米の比
率が低下し、それ以外の地域が上昇しました。
■ダイワ・マネー・マザーファンド
流動性と資産の安全性に配慮し、短期の国債や現先取引、コール・ローン等による運用を行いました。

ベンチマークとの差異について

　当ファンドは運用の評価または目標基準となるベンチマークを設けておりません。
　以下のグラフは当ファンドの基準価額と参考指数との騰落率の対比です。
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当期
（2018.６.12～2019.６.12）

基準価額
ＭＳＣＩコクサイ指数（円換算）
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ダイワ／アムンディ食糧増産関連ファンド

分配金について

　当作成期は、経費控除後の配当等収益が計上できなかったため、収益分配を見送らせていただきました。
　なお、留保益につきましては、運用方針に基づき運用させていただきます。

今後の運用方針
■当ファンド
　「アムンディ・アグリ・アップストリーム株ファンド（適格機関投資家専用）」の組入比率を、通常
の状態で高位に維持することを基本とします。
■アムンディ・アグリ・アップストリーム株ファンド（適格機関投資家専用）
　世界景気および農業関連株式の不透明感が強まっています。当ファンドは、米中通商協議の最終結果
を見届けるまでは、農業機械などダウンサイドリスク（下振れリスク）の大きいセクターや個別銘柄へ
の大きな集中投資を避け、慎重な運用を継続する方針です。
■ダイワ・マネー・マザーファンド
流動性や資産の安全性に配慮し、短期の国債やコール・ローン等による運用を行う方針です。

■分配原資の内訳（１万口当り）

項 目
当 期

2018年６月13日
～2019年６月12日

当期分配金（税込み） （円） ―

対基準価額比率 （％） ―
当期の収益 （円） ―
当期の収益以外 （円） ―

翌期繰越分配対象額 （円） 2,354
（注１）「当期の収益」は「経費控除後の配当等収益」および「経費控除後の有価

証券売買等損益」から分配に充当した金額です。また、「当期の収益以
外」は「収益調整金」および「分配準備積立金」から分配に充当した金額
です。

（注２）円未満は切捨てており、当期の収益と当期の収益以外の合計が当期分配金
（税込み）に合致しない場合があります。

（注３）当期分配金の対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分
配金込み）に対する比率で、ファンドの収益率とは異なります。
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ダイワ／アムンディ食糧増産関連ファンド

１万口当りの費用の明細

項 目
当期

（2018.６.13～2019.６.12） 項 目 の 概 要
金 額 比 率

信 託 報 酬 134円 1.172％
信託報酬＝当作成期中の平均基準価額×信託報酬率

当作成期中の平均基準価額は11,458円です。

（投 信 会 社） （43） （0.378）
投信会社分は、ファンドの運用と調査、受託銀行への運用指図、基準価額の計算、法
定書面等の作成等の対価

（販 売 会 社） （87） （0.756）
販売会社分は、運用報告書等各種書類の送付、口座内での各ファンドの管理、購入後
の情報提供等の対価

（受 託 銀 行） （4） （0.038） 受託銀行分は、運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価

売買委託手数料 ― ―
売買委託手数料＝当作成期中の売買委託手数料／当作成期中の平均受益権口数
売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料

有価証券取引税 ― ―
有価証券取引税＝当作成期中の有価証券取引税／当作成期中の平均受益権口数
有価証券取引税は、有価証券の取引の都度発生する取引に関する税金

そ の 他 費 用 1 0.008 その他費用＝当作成期中のその他費用／当作成期中の平均受益権口数

（監 査 費 用） （1） （0.008） 監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用

（そ の 他） （0） （0.000） 信託事務の処理等に関するその他の費用

合 計 135 1.180
（注１）当作成期中の費用（消費税のかかるものは消費税を含む）は追加、解約によって受益権口数に変動があるため、項目の概要の簡便法により算

出した結果です。
（注２）各金額は項目ごとに円未満を四捨五入してあります。
（注３）各比率は１万口当りのそれぞれの費用金額を当作成期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、小数点第３位未満を四捨五入してあり

ます。
（注４）組み入れているマザーファンドがある場合、売買委託手数料、有価証券取引税およびその他費用は、当該マザーファンドが支払った金額のう

ち、このファンドに対応するものを含みます。組み入れている投資信託証券（マザーファンドを除く。）がある場合、各項目の費用は、当該
投資信託証券が支払った費用を含みません。なお、当該投資信託証券の直近の計算期末時点における「１万口当りの費用の明細」が取得でき
るものについては「組入上位ファンドの概要」に表示することとしております。
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ダイワ／アムンディ食糧増産関連ファンド

■売買および取引の状況
　投資信託受益証券

（2018年６月13日から2019年６月12日まで）
買 付 売 付

口 数 金 額 口 数 金 額

国

内

千口 千円 千口 千円
アムンディ・
アグリ・アップ
ストリーム株
ファンド
(適格機関
投資家専用)

19,090.965 33,000 169,893.652 292,000

（注１）金額は受渡し代金。
（注２）金額の単位未満は切捨て。

■利害関係人との取引状況等
(1) 当ファンドにおける当作成期中の利害関係人との取
引状況

　当作成期中における利害関係人との取引はありま
せん。

 (2) ダイワ・マネー・マザーファンドにおける当作成期
中の利害関係人との取引状況

（2018年６月13日から2019年６月12日まで）
決 算 期 当 期

区 分 買付額等
Ａ

売付額等
Ｃ

う ち 利 害
関係人との
取引状況Ｂ

Ｂ／Ａ
う ち 利 害
関係人との
取引状況Ｄ

Ｄ／Ｃ

百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％
公社債 1,030 350 34.0 － － －
コール・ローン 17,929,019 － － － － －
現先取引
（その他有価証券） 241,999 － － 241,999 － －

（注）平均保有割合0.0％
※平均保有割合とは、マザーファンドの残存口数の合計に対する当該ベビー
ファンドのマザーファンド所有口数の割合。

(2) 親投資信託残高

種 類
期 首 当 期 末
口 数 口 数 評 価 額

千口 千口 千円
ダイワ・マネー・マザーファンド 164 164 167
（注）単位未満は切捨て。

■組入資産明細表
(1) ファンド・オブ・ファンズが組入れた邦貨建ファン
ドの明細

フ ァ ン ド 名
当 期 末

口 数 評 価 額 比 率
国内投資信託受益証券 千口 千円 ％
アムンディ・アグリ・アップストリー
ム株ファンド（適格機関投資家専用） 632,058.382 1,089,984 99.1

（注１）比率欄は、純資産総額に対する評価額の比率。
（注２）評価額の単位未満は切捨て。

(3) 当作成期中の売買委託手数料総額に対する利害関係
人への支払い比率

　当作成期中における売買委託手数料の利害関係人
への支払いはありません。

※利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第１項に規定される
利害関係人であり、当作成期における当ファンドに係る利害関係人とは、大和証
券です。

■投資信託財産の構成
2019年６月12日現在

項 目
当 期 末

評 価 額 比 率
千円 ％

投資信託受益証券 1,089,984 98.5
ダイワ・マネー・マザーファンド 167 0.0
コール・ローン等、その他 16,570 1.5
投資信託財産総額 1,106,722 100.0
（注）評価額の単位未満は切捨て。
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ダイワ／アムンディ食糧増産関連ファンド

■資産、負債、元本および基準価額の状況
2019年６月12日現在

項 目 当 期 末
(Ａ) 資産 1,106,722,642円

コール・ローン等 16,570,313
投資信託受益証券(評価額) 1,089,984,679
ダイワ・マネー・マザーファンド(評価額) 167,650

(Ｂ) 負債 6,625,560
未払信託報酬 6,580,121
その他未払費用 45,439

(Ｃ) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 1,100,097,082
元本 965,311,488
次期繰越損益金 134,785,594

(Ｄ) 受益権総口数 965,311,488口
１万口当り基準価額(Ｃ／Ｄ) 11,396円

＊期首における元本額は1,178,109,249円、当作成期間中における追加設定元本
額は61,826,440円、同解約元本額は274,624,201円です。
＊当期末の計算口数当りの純資産額は11,396円です。

■損益の状況
当期　自2018年６月13日　至2019年６月12日

項 目 当 期
(Ａ) 配当等収益 △      8,904円

受取利息 924
支払利息 △      9,828

(Ｂ) 有価証券売買損益 △ 27,847,625
売買益 11,324,208
売買損 △ 39,171,833

(Ｃ) 信託報酬等 △ 14,317,318
(Ｄ) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) △ 42,173,847
(Ｅ) 前期繰越損益金 129,204,129
(Ｆ) 追加信託差損益金 47,755,312

(配当等相当額) (　 78,022,449)
(売買損益相当額) (△ 30,267,137)

(Ｇ) 合計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 134,785,594
次期繰越損益金(Ｇ) 134,785,594
追加信託差損益金 47,755,312
(配当等相当額) (　 78,022,449)
(売買損益相当額) (△ 30,267,137)
分配準備積立金 149,301,562
繰越損益金 △ 62,271,280

（注１）信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて表示しておりま
す。

（注２）追加信託差損益金とは、追加信託金と元本との差額をいい、元本を下回る
場合は損失として、上回る場合は利益として処理されます。

（注３）収益分配金の計算過程は下記「収益分配金の計算過程（総額）」をご参照
ください。

■収益分配金の計算過程（総額）
項 目 当 期

(ａ) 経費控除後の配当等収益 0円
(ｂ) 経費控除後の有価証券売買等損益 0
(ｃ) 収益調整金 78,022,449
(ｄ) 分配準備積立金 149,301,562
(ｅ) 当期分配対象額(ａ＋ｂ＋ｃ＋ｄ) 227,324,011
(ｆ) 分配金 0
(ｇ) 翌期繰越分配対象額(ｅ－ｆ) 227,324,011
(ｈ) 受益権総口数 965,311,488口

　当ファンドは少額投資非課税制度「ＮＩＳＡ（ニーサ）」および未成年者少額投資非課税制度「ジュニアＮＩＳＡ」の適用対象
です。非課税口座における取扱いについては販売会社にお問い合わせください。
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 <補足情報>
　当ファンド（ダイワ／アムンディ食糧増産関連ファンド）が投資対象としている「ダイワ・マネー・マザーファン
ド」の決算日（2018年12月10日）と、当ファンドの決算日が異なっておりますので、当ファンドの決算日（2019
年６月12日）現在におけるダイワ・マネー・マザーファンドの組入資産の内容等を10ページに併せて掲載いたしまし
た。

■ダイワ・マネー・マザーファンドの主要な売買銘柄
　公　社　債

（2018年６月13日から2019年６月12日まで）

買 付 売 付
銘 柄 金 額 銘 柄 金 額

千円 千円
757 国庫短期証券　2018/８/13 400,002
801 国庫短期証券　2019/３/18 350,004
731 国庫短期証券　2018/７/10 280,000
（注１）金額は受渡し代金（経過利子分は含まれておりません）。
（注２）単位未満は切捨て。

■組入資産明細表
　下記は、2019年６月12日現在におけるダイワ・マネー・マザーファンド（64,884,711千口）の内容です。

　国内その他有価証券
2019年６月12日現在

評 価 額 比 率
千円 ％

国内短期社債等 999,998 ＜1.5＞
（注１）＜　＞内は、純資産総額に対する評価額の比率。
（注２）評価額の単位未満は切捨て。
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東京都千代田区丸の内一丁目９番１号
http://www.daiwa-am.co.jp/

ダイワ・マネー・マザーファンド

運用報告書　第14期（決算日　2018年12月10日）

（作成対象期間　2017年12月12日～2018年12月10日）

ダイワ・マネー・マザーファンドの運用状況をご報告申し上げます。

★当ファンドの仕組みは次の通りです。
運 用 方 針 主としてわが国の公社債への投資により、利息収入の確保をめざして運用を行ないます。
主 要 投 資 対 象 本邦通貨表示の公社債
株 式 組 入 制 限 純資産総額の30％以下
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年 月 日
基 準 価 額 公 社 債

組 入 比 率騰 落 率
円 ％ ％

(期首)2017年12月11日 10,188 － －
12月末 10,188 0.0 －

2018年１月末 10,187 △0.0 －
２月末 10,187 △0.0 0.5
３月末 10,186 △0.0 －
４月末 10,186 △0.0 －
５月末 10,185 △0.0 －
６月末 10,184 △0.0 －
７月末 10,184 △0.0 －
８月末 10,183 △0.0 －
９月末 10,182 △0.1 －
10月末 10,181 △0.1 －
11月末 10,181 △0.1 －

(期末)2018年12月10日 10,180 △0.1 －
（注１）騰落率は期首比。
（注２）公社債組入比率は新株予約権付社債券（転換社債券）および債券先物を除

きます。
（注３）当ファンドは、利息収入の確保をめざして安定運用を行なっており、ベン

チマークおよび参考指数はありません。

《運用経過》
◆基準価額等の推移について
【基準価額・騰落率】
　期首：10,188円　期末：10,180円　騰落率：△0.1％
【基準価額の主な変動要因】
マイナス金利環境が継続したことなどから、基準価額は下落しました。
◆投資環境について
○国内短期金融市況
　当作成期首より、日銀は長短金利操作付き量的・質的金融緩和を
維持し、2018年７月には金融緩和継続のための枠組み強化を決定
しました。このような日銀の金融政策を背景に、国庫短期証券（３
カ月物）の利回りおよび無担保コール翌日物金利はマイナス圏で推
移しました。

■当作成期中の基準価額と市況等の推移

10,175

10,180

10,185

10,190

期　末
（2018.12.10）

期　首
（2017.12.11）

（円）

基準価額

◆前作成期末における「今後の運用方針」
流動性と資産の安全性に配慮し、安定的な運用を行います。
◆ポートフォリオについて
　流動性と資産の安全性に配慮し、短期の国債、現先取引およびコー
ル・ローン等による運用を行いました。
◆ベンチマークとの差異について
　当ファンドは運用の評価または目標基準となるベンチマークおよび
参考指数を設けておりません。

《今後の運用方針》
　流動性や資産の安全性に配慮し、短期の国債やコール・ローン等によ
る運用を行う方針です。

■売買および取引の状況
(1) 公　社　債

（2017年12月12日から2018年12月10日まで）
買 付 額 売 付 額

国
内

千円 千円
国債証券 890,004 －

(890,000)
（注１）金額は受渡し代金（経過利子分は含まれておりません）。
（注２）(　 )内は償還による減少分で、上段の数字には含まれておりません。
（注３）単位未満は切捨て。

(2) その他有価証券
（2017年12月12日から2018年12月10日まで）

買 付 額 売 付 額
国
内

千円 千円
国内短期社債等 245,999,587 245,999,594

(          －)
（注１）金額は受渡し代金。
（注２）(　 )内は償還による減少分で、上段の数字には含まれておりません。
（注３）単位未満は切捨て。

■１万口当りの費用の明細
項 目 当 期

売買委託手数料 ―円
有価証券取引税 ―
その他費用 1
（その他） （1）

合 計 1
（注１）費用の項目および算出法については前掲の「１万口当りの費用の明細」の

項目の概要をご参照ください。
（注２）項目ごとに円未満は四捨五入してあります。
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■組入資産明細表
国内その他有価証券

当 期 末
評 価 額 比 率

千円 ％
国内短期社債等 999,997 <1.2>
（注１）<　 >内は、純資産総額に対する評価額の比率。
（注２）評価額の単位未満は切捨て。

■投資信託財産の構成
2018年12月10日現在

項 目
当 期 末

評 価 額 比 率
千円 ％

コール・ローン等、その他 80,270,040 100.0
投資信託財産総額 80,270,040 100.0
（注）評価額の単位未満は切捨て。

■資産、負債、元本および基準価額の状況
2018年12月10日現在

項 目 当 期 末
(Ａ) 資産 80,270,040,211円

コール・ローン等 79,270,042,938
現先取引(その他有価証券) 999,997,273

(Ｂ) 負債 241,522,286
未払解約金 240,343,000
その他未払費用 1,179,286

(Ｃ) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 80,028,517,925
元本 78,610,288,449
次期繰越損益金 1,418,229,476

(Ｄ) 受益権総口数 78,610,288,449口
１万口当り基準価額(Ｃ／Ｄ) 10,180円

＊期首における元本額は68,390,547,168円、当作成期間中における追加設定元本
額は259,276,972,092円、同解約元本額は249,057,230,811円です。
＊当期末における当マザーファンドを投資対象とする投資信託の元本額は、ダイ
ワ・グローバルＩｏＴ関連株ファンド　－ＡＩ新時代－　（為替ヘッジあり）
977,694円、ダイワ・グローバルＩｏＴ関連株ファンド　－ＡＩ新時代－　（為
替ヘッジなし）977,694円、ダイワＦＥグローバル・バリュー（為替ヘッジあ
り）98,069円、ダイワＦＥグローバル・バリュー（為替ヘッジなし）98,069円、
ＮＷＱグローバル厳選証券ファンド（為替ヘッジあり）49,107円、ＮＷＱグ
ローバル厳選証券ファンド（為替ヘッジなし）49,107円、ダイワ／“ＲＩＣＩ®”

コモディティ・ファンド5,024,392円、ＵＳ債券ＮＢ戦略ファンド（為替ヘッジ
あり／年１回決算型）1,676円、ＵＳ債券ＮＢ戦略ファンド（為替ヘッジなし／
年１回決算型）1,330円、スマート・アロケーション・Ｄガード53,768,983円、
ＮＢストラテジック・インカム・ファンド＜ラップ＞米ドルコース981円、ＮＢ
ストラテジック・インカム・ファンド＜ラップ＞円コース981円、ＮＢストラテ
ジック・インカム・ファンド＜ラップ＞世界通貨分散コース981円、堅実バラン
スファンド　－ハジメの一歩－　327,110,605円、ＮＷＱグローバル厳選証券
ファンド（為替ヘッジあり／隔月分配型）180,729円、ＮＷＱグローバル厳選証
券ファンド（為替ヘッジなし／隔月分配型）737,649円、ＮＷＱグローバル厳選
証券ファンド（為替ヘッジあり／資産成長型）95,276円、ＮＷＱグローバル厳
選証券ファンド（為替ヘッジなし／資産成長型）337,885円、ＤＣダイワ・マ
ネー・ポートフォリオ3,941,012,171円、ダイワファンドラップ　コモディ
ティセレクト317,088,630円、ダイワ米国株ストラテジーα（通貨選択型）　
－トリプルリターンズ－　日本円・コース（毎月分配型）132,757円、ダイワ米
国株ストラテジーα（通貨選択型）　－トリプルリターンズ－　豪ドル・コース
（毎月分配型）643,132円、ダイワ米国株ストラテジーα（通貨選択型）　－ト
リプルリターンズ－　ブラジル・レアル・コース（毎月分配型）4,401,613円、
ダイワ米国株ストラテジーα（通貨選択型）　－トリプルリターンズ－　米ド
ル・コース（毎月分配型）12,784円、ダイワ／フィデリティ北米株式ファンド　
－パラダイムシフト－9,853,995円、低リスク型アロケーションファンドⅡ（適
格機関投資家専用）13,743,005,794円、ブルベア・マネー・ポートフォリオⅤ　
18,757,636,566円、ブル３倍日本株ポートフォリオⅤ　39,796,042,643円、
ベア２倍日本株ポートフォリオⅤ　1,364,716,363円、ダイワＦＥグローバ
ル・バリュー株ファンド（ダイワＳＭＡ専用）4,090,590円、ダイワ米国高金利
社債ファンド（通貨選択型）ブラジル・レアル・コース（毎月分配型）155,317
円、ダイワ米国高金利社債ファンド（通貨選択型）日本円・コース（毎月分配
型）38,024円、ダイワ米国高金利社債ファンド（通貨選択型）米ドル・コース
（毎月分配型）4,380円、ダイワ米国高金利社債ファンド（通貨選択型）豪ド
ル・コース（毎月分配型）22,592円、ダイワ／アムンディ食糧増産関連ファン
ド164,735円、ダイワ日本リート・ファンド・マネー・ポートフォリオ
121,376,415円、ダイワ新興国ソブリン債券ファンド（資産成長コース）
33,689円、ダイワ新興国ソブリン債券ファンド（通貨αコース）96,254円、ダ
イワ・ダブルバランス・ファンド（Ｄガード付／部分為替ヘッジあり）
145,491,182円、ダイワ・インフラビジネス・ファンド　－インフラ革命－　
（為替ヘッジあり）988,283円、ダイワ・インフラビジネス・ファンド　－イン
フラ革命－　（為替ヘッジなし）4,926,018円、ダイワ米国ＭＬＰファンド（毎
月分配型）米ドルコース285,029円、ダイワ米国ＭＬＰファンド（毎月分配型）
日本円コース144,570円、ダイワ米国ＭＬＰファンド（毎月分配型）通貨αコー
ス677,850円、ダイワ英国高配当株ツインα（毎月分配型）98,107円、ダイワ
英国高配当株ファンド98,107円、ダイワ英国高配当株ファンド・マネー・ポー
トフォリオ1,747,902円、ＤＣスマート・アロケーション・Ｄガード4,510,003
円、ダイワ米国高金利社債ファンド（通貨選択型）南アフリカ・ランド・コース
（毎月分配型）1,097円、ダイワ米国高金利社債ファンド（通貨選択型）トル
コ・リラ・コース（毎月分配型）2,690円、ダイワ米国高金利社債ファンド（通
貨選択型）通貨セレクト・コース（毎月分配型）1,350円、ダイワ・オーストラ
リア高配当株α（毎月分配型）　株式αコース98,203円、ダイワ・オーストラ
リア高配当株α（毎月分配型）　通貨αコース98,203円、ダイワ・オーストラ
リア高配当株α（毎月分配型）　株式＆通貨ツインαコース982,029円、ダイワ
米国株ストラテジーα（通貨選択型）　－トリプルリターンズ－通貨セレクト・
コース（毎月分配型）98,174円です。
＊当期末の計算口数当りの純資産額は10,180円です。

■主要な売買銘柄
　公　社　債

（2017年12月12日から2018年12月10日まで）
当 期

買 付 売 付
銘 柄 金 額 銘 柄 金 額

千円 千円
757 国庫短期証券  2018/８/13 400,002
731 国庫短期証券  2018/７/10 280,000
723 国庫短期証券  2018/３/５ 210,001
（注１）金額は受渡し代金（経過利子分は含まれておりません）。
（注２）単位未満は切捨て。
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ダイワ・マネー・マザーファンド

■損益の状況
当期　自2017年12月12日　至2018年12月10日

項 目 当 期
(Ａ) 配当等収益 △   53,286,101円

受取利息 18,213
支払利息 △   53,304,314

(Ｂ) その他費用 △    8,395,849
(Ｃ) 当期損益金(Ａ＋Ｂ) △   61,681,950
(Ｄ) 前期繰越損益金 1,286,098,991
(Ｅ) 解約差損益金 △4,593,187,480
(Ｆ) 追加信託差損益金 4,786,999,915
(Ｇ) 合計(Ｃ＋Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 1,418,229,476

次期繰越損益金(Ｇ) 1,418,229,476
（注１）解約差損益金とは、一部解約時の解約価額と元本との差額をいい、元本を

下回る場合は利益として、上回る場合は損失として処理されます。
（注２）追加信託差損益金とは、追加信託金と元本との差額をいい、元本を下回る

場合は損失として、上回る場合は利益として処理されます。
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アムンディ・アグリ・アップストリーム株ファンド（適格機関投資家専用）
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